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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/02     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/02    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｍ  10/40    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   4/04    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ   4/48    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   4/62    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月6日(2011.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極、負極および非水電解質を備えた非水二次電池であって、
　上記正極は、Ｌｉ含有遷移金属酸化物を含有する正極合剤層を有しており、
　上記負極は、ＳｉとＯを構成元素に含む化合物（ただし、Ｓｉに対するＯの原子比ｘは
、０．５≦ｘ≦１．５である）を含むコアとその表面を被覆する炭素の被覆層とで構成さ
れた負極材料を含有する負極合剤層と、該負極合剤層上に形成された、Ｌｉと反応しない
絶縁性の材料を含有する多孔質層を有しており、
　上記ＳｉとＯを構成元素に含む化合物は、電池の放電終了状態において、ＳｉのＫ吸収
端のＸ線吸収端近傍構造スペクトルにおける少なくとも１８５０～１８６０ｅＶの範囲に
ピークを有することを特徴とする非水二次電池。
【請求項２】
　正極、負極および非水電解質を備えた非水二次電池であって、
　上記正極は、Ｌｉ含有遷移金属酸化物を含有する正極合剤層を有しており、
　上記負極は、ＳｉとＯを構成元素に含む化合物（ただし、Ｓｉに対するＯの原子比ｘは
、０．５≦ｘ≦１．５である）を含むコアとその表面を被覆する炭素の被覆層とで構成さ
れた負極材料を含有する負極合剤層と、該負極合剤層上に形成された、Ｌｉと反応しない
絶縁性の材料を含有する多孔質層を有しており、
　上記ＳｉとＯを構成元素に含む化合物は、電池の放電終了状態において、Ｓｉに対する
原子比で０．８～２．４倍のＬｉを含有していることを特徴とする非水二次電池。
【請求項３】
　前記ＳｉとＯを構成元素に含む化合物が、Ｓｉの微結晶相または非晶質相を含む請求項
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１または２に記載の非水二次電池。
【請求項４】
　前記多孔質層が、前記絶縁性の材料とともに電子伝導性の材料を含有することを特徴と
する請求項１～３のいずれかに記載の非水二次電池。
【請求項５】
　前記絶縁性の材料が酸化アルミニウムまたはベーマイトであり、前記電子伝導性の材料
が炭素材料である請求項４に記載の非水二次電池。
【請求項６】
　前記炭素の被覆層が、炭化水素系ガスの熱分解により生じたものである請求項１～５の
いずれかに記載の非水二次電池。
【請求項７】
　前記コアが、ＳｉＯｘ（ただし、０．５≦ｘ≦１．５である）とそれよりも比抵抗値が
小さい導電性材料との複合体である請求項１～６のいずれかに記載の非水二次電池。
【請求項８】
　多孔質層の厚みが２～１０μｍである請求項１～７のいずれかに記載の非水二次電池。
【請求項９】
　前記負極合剤層は、前記負極材料と、黒鉛とを含有する請求項１～８のいずれかに記載
の非水二次電池。
【請求項１０】
　前記負極合剤層は、前記負極材料と、黒鉛と、カーボンブラックおよび炭素繊維より選
択される少なくとも１種とを含有する請求項９に記載の非水二次電池。
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